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本論文は、鋼逆 π形箱桁橋架設系の曲げおよびせん断に関する耐荷性能および鋼逆 π 形箱桁橋の架設時構造系の立
体挙動に関する研究を纏めたもので、以下の 7 章から構成されている。




第 3 章では、鋼逆 π 形断面を有する 6 体の試験桁による実験を行い、架設系における鋼逆 π 形箱桁橋の曲げおよび
せん断耐荷特性、並びに垂直補剛材および水平補剛材が各耐荷力に与える影響を明らかにした。これにより、弾塑性
有限変位解析のためのベンチマーク用データを得ることができた。
第 4 章では、鋼逆 π 形箱桁橋の上フランジ幅厚比パラメー夕、腹板幅厚比パラメー夕、中立軸位置、腹板傾斜角度
の 4 つの構造パラメータに着目し、曲げおよびせん断耐荷性能に関するパラメトリック解析を行い、各パラメータが
耐荷性能に及ぼす影響を明らかにした。
第 5 章では、鋼逆 π 形断面架設系の曲げ強度およびせん断強度の算定式を提案し、実験および数値解析結果との比
較によりその妥当性、適用範囲の確認を行った。さらに曲げ強度に関して鋼逆 π形箱桁橋架設系の設計・照査に供す
ることができる限界幅厚比パラメータ曲線を提案した。



















法の提案を行い、 FEM 解析結果との比較によりその妥当性を確認している。さらに、その手法を用いて鋼逆 π 形箱
桁橋の曲線桁への適用範囲を明らかにするための基礎データを提供している。
以上のように、本論文は鋼逆 π 形箱桁橋架設系の耐荷性能と立体挙動を明らかにするとともに、鋼逆 π形箱桁橋の
建設に対する合理性および安全性の向上に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと
認める。
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